


       

第 73 回全国高等学校 PTA 連合会大会

２０２４茨城大会概要

期  日  令和 6 年 8 月 22 日（木）～23 日（金）

会  場  全体会会場  アダストリアみとアリーナ

         分科会会場 第 1 分科会 アダストリアみとアリーナ

                       第 2 分科会  ザ・ヒロサワ・シティ会館

                     第 3 分科会  水戸市民会館

                        第 4 分科会  ひたちなか市文化会館

                        第 5 分科会  小美玉市四季文化館「みの～れ」

参加費  7,500 円 ・ オンライン参加費 7,000 円

8 月 22 日（木）                         8 月 23 日（金）

教育視察（希望者）                          全体会  アダストリアみとアリーナ

9：00～12:00  偕楽園、弘道館等            8：30～       受付

分科会 5 会場                               9：00～9:30   受付、アトラクション

１２：００～        受付                 9：30～10：30  開会行事、表彰式

13：０0～13：２0  開会行事             10：4０～１１：５０  記念講演

1３：３0～14:50   講演１               １２：００～12：３０  閉会行事

15：05～16:25   講演２（or ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｼｮﾝ）

１６：30～１６：40  閉会行事           

歴史の町で変革を!! ～新たな時代が目に入らぬか～



明日の日本そして世界を担う青少年が、豊かな心を育み、たくましく成長
し、自立・活躍できる社会を実現することは、私たちの願いです。もちろ
ん、多くの子どもたちも自分の夢や希望に向けて努力し、成長を遂げようと
していますが、一方で、少子高齢化やグローバル化、ＡＩの進化による急激
な社会の変化に伴い、子どもの規範意識の低下、ネット犯罪や貧困問題、ヤ
ングケアラーなどを背景として、問題が多様かつ複雑になっており、学校や
家庭だけでは対応できない課題が多くなっています。
中でもコロナ禍は、家庭や学校、地域教育の活動に甚大な影響を及ぼしま

した。オンライン授業や学校行事の中止、会話の抑制などにより、目と目を
見て話すという人間本来のコミュニケーションや、それによって生じる絆を
断ち切ってしまったのです。ウィズコロナ、アフターコロナの新たな時代に
向けて、私たちは切れた絆を再構築しなければなりません。「親の背を見て
子は育つ」と昔から言われてきましたが、背中を見せるのではなく、子ども
の目を見て気持ちを伝え合おうではありませんか。

「予測困難な時代」に突入するなか、この変化に対応していくためには学
校及び家庭や地域においてどのような教育が求められるのか。暗中模索の暗
いトンネルの中でも、出口にたとえ小さくても灯りを見出すことができれば、
新たな時代に向かって進むことができるはずです。その灯りを本大会で見つ
けたいものです。
幕末の動乱期に、水戸学は新しい時代明治維新に大きな影響を与えまし

た。その水戸の地で、ＰＴＡの新たな取り組みに向けて話し合える機会を持
つことができるのは、意義あることだと思います。
今後とも私たちは、予測困難な社会情勢の中においてもＰＴＡ活動の歩み

を粘り強く進めていかなくてはなりません。すべての子どもたちが、自らの居
場所を得て、自己有用感を感じ、持てる力を十分発揮できるような新たな時代
のＰＴＡ活動を目指し、関係機関・団体との連携を一層密にした活動体制の充
実強化に積極的に取り組める大会となることを祈念し、ここに茨城大会を開
催します。



第2分科会 会場：ザ・ヒロサワ・シティ会館

「保護者・教師・生徒が抱える問題と解決法」

～新たな一歩を踏み出すために～

第3分科会 会場：水戸市民会館

「新・生きる力と家族の絆」

～子どもの心に風邪を引かせない～

第4分科会 会場：ひたちなか市文化会館

「PTA の今後」

～あるべき新しい姿とは～

第1分科会  会場：アダストリアみとアリーナ

「教育の過去・現在・未来」

～故きを温ねて新しきを知る～

第5分科会 会場：小美玉市四季文化館みの～れ

「これからのコミュニティ・スクール」

～地域社会との新たな連携・協働～

国営ひたち海浜公園

袋田の滝


